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阪神・淡路大震災 30 年 特別講演会を開催 

～安全で強靱な国土形成に向けた技術力の継承と進化～ 
 

近畿支部は、2025 年 5 月 27 日、大阪市北区のグラングリーン大阪 JAM BASE にて、阪神・淡

路大震災から 30 年の節目に合わせた特別講演会を開催しました。本講演会には、震災当時を知ら

ない若手技術者を含む約 230 名が参加し、当時の教訓の継承と将来のインフラの在り方について

熱心に耳を傾ける姿が見られました。 

1. 開催趣旨：次世代への「経験と英知」の継承 

白水支部長は、震災当時に阪神高速道路の橋脚が倒壊した映

像に大きな衝撃を受けた経験を振り返りました。震災から 30 年

が経過し、新たな巨大地震の懸念が高まる中、「当時得られた教

訓や知恵を次世代に伝えることが重要」と強調し、若手技術者が

安全で強靱なインフラについて考える契機とすることを開催の

目的として掲げました。 

2. 基調講演：「本気の事前防災」を実現する 

関西大学の河田惠昭特別任命教授が登壇し、自らの被災体験

や国の防災政策に関与してきた経験に基づき講演が行われまし

た。被害が突如拡大する転換点（相転移）の兆しを見極めることの重要性を説き、事態が悪化す

る前に先手を打って対策を講じることこそが本質的で、「本気の事前防災」であると訴えました。 

3. ケーススタディ：復興への軌跡と進化する災害対応技術 

実務に携わった地震動・港湾、鉄道、道路、河川の技術者 4 名により、各分野における震災当

時の対応と震災以降の技術基準の変遷や耐震技術の進歩について具体的な解説がなされました。 

4. 技術者交流の促進 

講演会終了後には、参加者が講師陣と直接意見を交わす交流会を開催しました。特に若手技術

者にとって、先人たちの熱意や不屈の精神に触れ、具体的な技術への理解を深める貴重な情報交

換の場となりました。 

近畿支部は、この 30 年で培われた「かけがえのない財産」である経験と技術を次世代へ引き継

ぎ、より安全で強靱な社会基盤の構築に貢献していきます。 
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